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研究要旨 

 相模原市の乳幼児を対象に 12 年前に実施した乳児湿疹、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー、

気管支喘息、アレルギー性鼻炎等の経年的な調査の再調査を行い、12 年間の各アレルギー疾患の

状況の変化をみることを目的とする。前年度 2014 年 1 月から開始した 4 か月健診受診者に対す

る調査を終了した。対象者にはその後 8 か月時と 1 歳時に追跡調査を行っている。 

 4 か月児対象の調査で回収された調査票のうち 3,342 例を解析した。12 年前と比較して、家族

のアレルギー疾患の既往の比率、ペットの飼育率、湿疹があった場合の受診率、アレルギー用ミ

ルクの使用率は有意に増加し、同居者の喫煙率、体重、湿疹の保有率は有意に減少していた。 

 これらの乳児を継続的にフォローし、12 年前のデータと比較することで湿疹の保有や環境要因

がアレルギー疾患の発症にどのように関与しているのか今後解析を進めていく。 

 

A. 研究目的 

 2002 年 1 月から 12 月に相模原市の 4 か月健診

を受診した児を対象に、経時的（4 か月・8 か月・

1 歳・3 歳・5 歳・7 歳時）に調査し、乳児期の食

物アレルギーの有症率が 5～10%であることを明

らかにした。今回、同様の調査を行い、12 年前の

データと比較することで小児アレルギー疾患の変

化をみることを目的とする。 

 

B. 研究方法 

 2014 年 1 月～12 月に相模原市の 4 か月健診を

受診した児を対象とする。 

 相模原市 健康企画局 保健所 健康企画課の協

力を得て、事前に郵送した湿疹と栄養と家族歴に

関する調査票を同意の下 4 か月健診会場で回収し、

その後 8 か月・1 歳時に継続する湿疹や食物アレ

ルギーに関する調査票を郵送で送付する。 

 

C. 研究結果 

 １年間に渡る調査で 4,638 例の調査票を回収し

た（回収率 83.8％）。そのうち、不完全回答を除

いた 3,342 例を解析し、2002 年の調査の 4,623 例

の解析結果と比較した。 

〈対象者背景〉 

 解析対象者の内訳は男児 1,653 例、女児 1,689

例である。身長 62.5±0.0cm（2002 年時 62.4±

0.0cm、以下カッコ内前回調査結果）、体重 6,630

±14g（6,817±12g）、家族のアレルギー疾患の既

往 2,631 例；78.7％（65.9％）、同居者の喫煙 1,311

例；39.2％（61.0％）、ペットの飼育率 1,234 例；

36.9％（29.8％）、第 1 子の割合 1,604 例；48.0％

（51.1％）であり、家族のアレルギー疾患の既往

の比率およびペットの飼育率は有意に増加し、体

重、喫煙率は有意に減少していた。 
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意に減少していた。また、

の既往、喫煙やペットなどの乳児を

栄養方法などに変化が見られた。これらの乳児を

継続的にフォローし、

有症率を求めるとともに、

することで湿疹の保有や環境要因がアレルギー疾

患の発症にどのように関与しているのか今後解析

を進めていく。
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